
7日から9日頃にかけての暴風雪と大雪について
（暴風雪、高波、大雪に警戒・注意）

＜概況＞ 7日から8日朝にかけて低気圧が急速に発達しながら、日本海から北日本を通って千島近海へ進む。

その後9日頃にかけて日本の上空に強い寒気が流れ込み、強い冬型の気圧配置となる見込み。

＜暴風雪・暴風・高波＞ ７日は全国的に風が強まり、7日から8日にかけて北日本と東日本から西日本の日本

海側を中心に非常に強い風が吹き、大荒れや猛ふぶき、海は大しけとなるおそれがある。特に、東北地方の日

本海側では7日夜に風が非常に強まる見込み。

＜大雪＞ 7日から9日頃にかけて、北日本から西日本の日本海側では平地も含めて、太平洋側では山地を中

心に大雪となるところがあり、太平洋側の平地でも積雪するおそれがある。

＜警戒事項＞ 猛ふぶきや吹きだまり、暴風や高波による交通障害に警戒。大雪による交通障害にも警戒・注

意。また、路面や水道管の凍結、屋根からの落雪、停電や倒木、山地ではなだれに注意。雷や竜巻などの激し

い突風にも注意。

令和3年1月6日10時10分

大雪と暴風雪、波浪の警報級となる可能性のある期間
（■可能性がある、■可能性が高い）

ハッチ域は、予想される24時間降水量が5mm以上の地域

上空約1500mの気温-15度 上空約1500mの気温-9度
（平地で大雪になる目安）

予想される24時間降雪量（多い所、単位:cm）
※ この後も、降雪量が多くなるおそれがある。

7から8日に予想される最大風速、
最大瞬間風速(m/s)と波の高さ(m)

＜見通しの変化＞ 西日本太平洋側でも9日にかけて降雪量が増える見込みとなった。
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積雪の状況（6日09時現在）

積雪の深さは、北日本から西日本にかけ
て多くの地点で平年の２倍以上となって
おり、特に東北地方で３倍から４倍と多
くなっています。



週間天気予報（6日5時発表）


